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研究の動機

 まずAmazonとはアメリカ生まれの通販会社で世界にある全会社の中で、その時価
総額は第5位に位置付けしている。そのビジネスモデルだが、Amazonのイメージは
『超巨大なショッピングモール』というものだ。たくさんの商品がAmazonにより管
理・販売されている。

 一方、楽天は日本生まれの会社であり、世界的な知名度は低いが、日本では球団を
持っていることもあり有名である。楽天のビジネスモデルだが『商店街』というもの
で、そのイメージは出店する場所を用意するというもので収益源は店の出店料で儲け
ているということになる。しかし、今日、楽天の成⾧は停滞気味で伸び悩んでいると
ころがある。

 私がこの２つの会社の経営戦略を比較しようと考えた動機だが、世界トップの通販
サイトと日本トップの通販サイトとではどのような違いがあり、なぜこれほどまでに
差がついてしまったのかが気になったため調べようと考えた。その原因を特定するこ
とができれば日本の会社がさらなる発展を遂げることができる要因を見つけられるの
ではないかと思い良いきっかけとなった。
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Amazonとは?

 Amazon.comは、米国ワシントン州シアトル市を本拠地とするフォーチュン
500の一企業であり、 eコマースにおける世界的なリーディングカンパニーであ
る。Amazon.comのCEOであるジェフ・ベゾス（Jeffrey P. Bezos）が1995年
に創業して以来、Amazon.comは商品の品揃え、インターナショナル・サイト、
そして世界中に位置する物流センターおよびカスタマーサービスセンターにおい
て著しい拡大を行ってきた。アメリカで書籍販売サイトとして誕生し、今では書
籍だけにとどまらず、家電や玩具、衣料品や食料品など幅広いジャンルの商品を
世界15カ国で販売している。ネット通販では世界一の企業といえるであろう。
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Amazon会社概要

 ・代表者 ジェフ・ベゾス共同創業者兼社⾧兼会⾧兼CEO

 ・本社所在地 アメリカ合衆国ワシントン州シアトル
 ・設立 1994年7月5日
 ・資本金 8,192 Million US$（日本円にして873,005,056.00 円）
 ・従業員数 61万3,300人
 ・総資産 24,239,852,400,000円
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Amazonのビジネスモデル

 Amazonのイメージは、超巨大なショッピングセンターである。たくさんの商
品がAmazonにより管理・販売されている。そのうちのほとんどの商品を
Amazon自身が在庫を持って販売しているというのがポイントである。
Amazonは「商品を販売することで利益を得ている」のである。
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Amazonビジネスモデル２
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Amazon売り上げの推移
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アマゾンはなぜここまで成⾧できたのか

 Amazonが世界的企業に成⾧した秘訣（ひけつ）の1つに、ジェフ・ベゾス氏の「金
融システムの開発者」「アナリスト」という金融業界での勤務経験が大きく影響して
いると分析するのは、米国の金融センター「ウォール街」で金融システムの開発に従
事し、現在は顧客行動分析をリアルタイムで行うことでECサイトのマーケティング
活動をサポートするツール「Fanplayr」を開発・販売する米FanplayrのVice 
PresidentであるDerek Adelman氏だ。ジェフ・ベゾス氏が金融システムの開発など
を経験した後、EC業界に参入したのと同様、Derek Adelman氏も金融システムの開
発者を経て、EC業界に足を踏み入れた。大学卒業後、金融向けソリューションなど
のReuters/TIBCO でディーリング（銀行・証券会社などが自己の勘定で有価証券や
外国為替の取引を行うこと）システムの開発に従事。ウォール街を去った後、ディー
リングシステムの設計思想を取り入れたという「Fanplayr」の企画・開発に携わっ
た。Derek Adelman氏が、ジェフ・ベゾス氏と同様にウォール街からEC業界に転じ
た経験を踏まえ、Amazon成功の秘訣にあげた「金融システム」「アナリスト」につ
いて解説する。

2021/1/24渡邊 飛斗

9

楽天とは?

 楽天株式会社は、インターネット関連サービスを中心に展開する日本の企業。イ
ンターネットショッピングモール「楽天市場」や総合旅行サイト「楽天トラベ
ル」、フリマアプリ「ラクマ」などのECサイトを運営する。通信、金融、不動
産、スポーツなど様々な業種の企業を傘下に有しており、これらで構成される楽
天グループの中核会社である。世界的には知名度は低いが、日本では球団を持っ
ていることもあり、とても有名と言える。
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楽天会社概要

 ・代表者 三木谷 浩史代表取締役会⾧兼社⾧
 ・本社所在地 東京都世田谷区玉川一丁目14番1号楽天クリムゾンハウス
 ・設立 1997年2月7日
 ・資本金 205,924,000,000円
 ・従業員数 7,288名
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楽天のビジネスモデル

 楽天のイメージは、ショッピングモールである。楽天の役割は出店する場所を用
意すること。楽天自身は商品を販売しない。在庫も持たない。実際に商品を販売
するのは楽天に出店するお店である。では、楽天の収益源は何なのかというと
「お店の出店料」である。「月10万円お支払いただければ、楽天にお店を出す
ことができますよ」というビジネスモデルになっている。
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楽天のビジネスモデル２
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楽天の売り上げ推移
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楽天の急成⾧を後押ししたもの

 楽天が成⾧できた理由は、大きく分けて二つあり、一つ目は、出店料が安かった
こと。楽天が参入した当時、既にいくつかのウェブ上の市場があったが、出店料
が高かったのだ。年間300万円など。それに対して、楽天は月5万円であった二
つ目は、出店者を教育して、お店側で商品情報を更新する仕組みを作ったこと当
時、他のウェブサイトに情報をアップするのは、ショッピングモール側だったの
で、反映に時間がかかった。例えば、年が明けても、クリスマスセールのまま
だったなど。楽をうまくマッチングさせることによって、インターネット普及の
波に乗り、急成⾧天は、ユーザーとお店させることができたのである。
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両社のメリットの比較

2021/1/24渡邊 飛斗

16

両社のデメリットの比較
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シェア比較

日本国内では同等シェア
 2018年の市場シェアは、Amazon20.2％、楽天20.1％で差はほとんどないと言える。

国際的にはAmazonが優勢
 世界的に見ると、Amazonが圧倒的に優勢で、2019年のデータでは、Amazonの世界シェア
が13％、楽天の世界シェアは1.5%であった。
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SWOT分析とは

 SWOT分析とは、競合や法律、市場トレンドといった自社を取り巻く外部環境と、自
社の資産やブランド力、さらには価格や品質といった内部環境をプラス面、マイナス
面にわけて分析することで、戦略策定やマーケティングの意思決定、経営資源の最適
化などをおこなうための、有名なフレームワークのひとつである。

 Strength（強み）
 Weakness（弱み）
 Opportunity（機会）
 Threat（脅威）
 この4つの要素の頭文字をつなげ、SWOT分析と呼ばれている。SWOT分析を活用する
ことで、先程紹介した4項目を軸に、今後の戦略やビジネス機会を導き出したり、課
題を明確にすることができる。
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AmazonのSWOT分析

強み(Strengths)

現在は世界30か国以上にビジネスを展開し、EC事業のパイオニアとし
て確固たる地位を築いている。対応商品も幅広く、書籍だけでなく食品
から日用品等、欲しいものはアマゾンで全て買えるといっても過言では
ない。成⾧率も高く、売り上げは年平均約30％で推移している。商品、
サービスともの堅調に伸びており、各事業順調な推移と言えるであろう。
Whole Foodsの買収も収益面で大きな追い風となっている。営業利益率
も高く、WalmartやTescoといった競合よりも高い数値を誇っている。
弱み(Weaknesses)

流動比率はアマゾンにおいて弱みとしても考えられている。流動比率と
は、流動負債に対する流動資産の割合を見る指標で、1年以内に支払期
限の到来する負債に対して、1年以内に現金ができる資産がどの程度あ
るのかを分析している。決算資料からみると2018年1.1で、競合他社を
大きく下回る。

機会(Opportunities)

利便性、認知の向上やインターネットの普及からも今後さらにEC
利用者の増加、取り扱い商品が増えることで（最近では車など
も）取り扱い金額もさらに増加することが見込まれている。から
も今後さらにEC利用者の増加、取り扱い商品が増えることで（最
近では車なども）取り扱い金額もさらに増加することが見込まれ
ている。アマゾンは今後オンライン薬局事業も力を入れていくと思
われる。2018年にPillPackを買収したことでアマゾンを始め各既
存の間で熾烈な争いが始まっている。ここはすごく⾧くなりそう
なので、また別の記事に書ければと思われる。

脅威(Threat)
すぐに浮かぶのは規制の強化だと思われる。インターネット、EC、
オムニチャネルからエレクトロニックデバイスに対して法整備が
進むことで対応を迫られる時が来るかと思われる。また中国やイ
ンド等からも更なる制限がかかり、競合優位性を削られる恐れも
あると言える。
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楽天のSWOT分析
強み (Strengths)

•会員数8000万人で購入履歴などをデータベース化し、ターゲティング広告を
戦略的におこなっている。（楽天市場は9500億の市場）
•300万泊（月）の国内予約サイト、楽天トラベル
•楽天スーパーポイントなどで、リピーター囲い込み
•セールなどおこないユーザ誘い込みも巧み
•楽天内で経済を回そうという戦略

弱み (Weaknesses)

•商品検索から購入するまでのインターフェイスが使いにくく、広告が多い
•過去の個人情報流出や個人情報販売などのスキャンダルにより信頼性がまだ薄
い（1997年創業、2000年上場で急成⾧）
•関西ユーザは少ない
•購入するとメールが多く届くようになる
•高齢者向けコンテンツがない

機会 (Opportunities)
•インターネット社会
•旅行意欲の高いユーザの増加

脅威 (Threats)
・Amazonの存在
・インターネット自体のセキュリティ問題
・アカウントサービスの充実が課題
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まとめ

 日本最大の通販事業社である、楽天をもってしても世界にはまだ届かないことが
この研究を通して知ることができたため、研究をして良かったと思う。しかしな
がら総合的には、届かない点は、多々あるが、楽天がAmazonに勝っている点
も少なからずあるので、そういった点はこれからも伸ばすべきである。さらには、
日本国民の意識が、日本企業である楽天よりも、Amazonの方が、勝っている
という認識を持ってしまっているため、楽天は、意識改革を施すことも必要に
なってくる。私自身もこの研究に取り組む前は、楽天を利用しようとはしていな
かったため楽天の良さを知ることができて研究に取り組んだ甲斐があった。改め
てこの研究をして満足している。
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おわり

ご清聴ありがとうございました
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